
北陸農政局福井県拠点では、「現場と農政を結ぶ」業務を通じて

地域の皆様にタイムリーに農政に関する情報をお伝えするとともに

県内において、農林水産物の生産等に一生懸命取り組んでいる地域

の皆様と意見交換を行い、その生産者や取り組みについて御紹介し

ていくこととしています。御遠慮なく、お気軽に皆様の取り組みに

ついて北陸農政局福井県拠点へご連絡ください。

農林水産省北陸農政局福井県拠点からのお知らせ

令和５年度 No. 1

農林水産省

今が旬の作物

い

～

○ みどりの食料システム法は、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立を目指す「み
どりの食料システム戦略」の実現に向けた法制度で令和４年に制定・施行されました。

○ 農林漁業者は、環境負荷の低減に取り組む５年間の事業計画を作成し、都道府県知事の認
定を受けることができます。
※申請については、県庁にご相談ください！

☆ 設備投資の際の所得税・法人税が優遇されます！
☆ さまざまな国庫補助金の採択で優遇されます！
☆ 日本政策金融公庫の農業改良資金等が活用できます。

「いちご」
ビタミンＣが豊富で、
みかんやグレープフ
ルーツの約２倍

みどりの食料システム法の認定制度がスタート

○ J-クレジット制度は、二酸化炭素等の排出削減量・吸収量を国が認証し取引を可能とする
制度です。農林漁業者は、クレジットから販売収入が期待できます。
対象となる取組例 → 水稲の中干し期間の延長、バイオ炭の農地施用 など

☆ プロジェクト計画書の作成・審査・登録（６か月程度）
☆ 計画書に従った削減データのモニタリング・収集 １～２年程度
☆ 報告書の作成・検証、クレジットの認証 のサイクル
☆ 個別の削減活動を、取りまとめて一括で申請できる「プログラム型」の

活用が効果的

みどりの食料システム法の認定

○消費者に地球環境に良い農産物を選択してもらえるよう、温室効果ガスの削減率
を店頭で星の数で表示する「見える化」の実証を、販売店舗の協力で進めています。
○二酸化炭素削減に貢献する燃油の使用低減や、メタンの発生を抑制する水稲中干
し期間の延長等、農業者の取組を「見える化」してみませんか。

実証等の詳細はこちら

農産物の温室効果ガス削減の「見える化」

認定を受けるメリット

Ｊ-クレジット制度の活用

制度の活用に当たって

税制対象一覧
はこちら

対象事業
はこちら

Ｊ-クレジット
制度の詳細
はこちら



農業・林業・漁業、その加工・販売に興味
がある方や、これから始めたい方向けの
情報を発信しています。

北陸農政局 福井県拠点 地方参事官室

〒910－0859 福井市日之出 ３－14－15

ＴＥＬ 0776－30－1611

連絡先

連携概要は、以下のとおりとなっており、地域完結型の効率的な耕畜連携のサイクル
が構築されている。

また、課題として、①酪農家からは稲WCS保管中の除雪への負担や鳥獣被害

防止のための保管施設の必要性、②堆肥製造事業者からは堆肥需要に対応でき
ない糞尿等の原材料不足、③飼料生産者からは稲WCSの需要が不透明なことか
ら生産拡大に踏切れない等の発言があり、各事業者が生産、供給等を拡大でき
ない現状が明らかとなった。

【

地域完結型による耕畜連携のサイクルの現状と課題（大野市）

大野市南六呂師地区の酪農家、堆肥製造事業者と稲WCSを供給する大野市内の飼料生
産者による耕畜連携の取り組みについて、関係機関を加え、「耕畜連携の現状と課題」
をテーマに地域農政推進懇談会を開催した。

（副資材）おが屑 もみ殻

生産組織 ３らいず六呂師堆肥センター

（肥料利用者）

・堆肥生産量 １,000t／年 ・堆肥投与量 420t／22ha

・稲WCS生産量 2,700ロール／22ha

【連携概要】

（肥料原料供給者） （肥料製造事業者）

六呂師の酪農家（３軒）

・原材料 ６,000t／年
（10aあたり投与量） ２t

（品種）たちすずか （収穫）９月末

（飼料生産者）
（飼料利用者）

※その他に近隣の大野市-勝山市及び
あわら市-石川県の畜産農家に供給

・稲WCS給餌量 820ロール／年
（供給先）六呂師 酪農家２軒

課題解決への取組の概要基本情報

将来の農地問題を一気に解決！ ～株式会社ミライスつるが気比（敦賀市）～

敦賀市

〇 敦賀市にある沓見・莇生野・金山の３集落からなる
平成28年設立の法人
〇 整備中のため、経営耕地面積は令和５年度で約50ha
（令和９年度事業完了予定）
〇 整備内容は、大区画化（１～２ha）のほか、管理道
の設置、 FOEAS （フォアス：地
下水位制御システム）など
〇 農地の賃貸借契約は農地バンク
を活用

関係図

（株）ミライスつるが気比
農地バンク

農地の賃貸借

貸出し

農地バンクから借りた農地の集約

地域の
他の担い手

地権者 地権者 地権者 地権者
・・・

自社で営農

特定農作業受委託

＋

350名ほどの地権者にアンケートを実施

① ３集落約150haの農地に5名の担い手等と300名以上の兼業農家等がいた
② 湿田で狭小田も多い土地柄で、担い手も高齢化
③ 不作付地も点在するようになった

これまでの課題

（株）ミライスつるが気比の設立

課題解決に向け

〇 効率的な生産基盤の整備や地域の営農を一手に引き受ける法人
（（株）ミライスつるが気比）の設立
〇 地域の農地を全て農地中間管理機構から借り受け、農家負担を
ほぼ無くして、基盤整備を実施
○ 20～30ａの田を１ha以上の圃場にすることで、効率的に営農で
きるように改善
〇 畦を広くし、管理道を設置することで、ハンマーナイフモアでの草
刈作業ができ、農地保全が容易
○ FOEASの導入で高収益野菜（加工用キャベツ）への取組
○ 耕作を希望する担い手に対しては、農地を集約し、特定農作業受
委託契約
○ 就農希望者を新たに雇用して、大型機械のオペレーター技術を取
得させ、地域の担い手として育成（雇用者２名＋地域おこし協力隊
員１名）

（農地中間管理機構）


